








































































































































































































































物　　　件　　　名 販売先 題名 納期 W H 面積 納入金額
静岡裾野市民文化センター 裾野市 裾野市広漠 H3．9．2 19，500 9，800 191．10 28，665，000
静岡小山町文化施設 小山町 昔物語一金太郎 H3．10．31 20，500 9，000 180．00 26，100，000
福島矢吹町文化センター 小針歴二 旭陽松 H5．2．28 18，000 9，000 162．00 25，960，000
東京小平市民文化会館 小平市長 飛翔大空図 H5，3．25 21，000 10，000 210．00 42，000，000
東京小平市民文化会館 小平市長 希望のまち小平 H5．3。25 22，000 10，000 220．00 44，000，000
東京明治座 横浜そごう 富士に献花 H5。2．1 23，000 10，500 241．50 42，021，000
鳥取県立県民文化会館 鳥取県 旦 H5．3．31 23，800 15，500 368．90 37，000，000
静岡富士市民文化会館 富士市 春秋草花図 H5．8．20 16，500 10，250 169．13 29，000，000
静岡富士市民文化会館 斎藤了英 流沙浄土変 H5．8．20 23，000 10，000 230．00 38，400，000
東京松戸市文化会館第2級帳 松戸市 江戸川と松戸 H5．8．31 20，000 14，000 308．00 56，980，000
東京松戸市文化会館第2級帳 松戸市 RHOMB・ロム H5．8．31 20，000 14，000 322．00 57，960，000
福島・会津若松市民会館 会津若松 夕焼 H5．12．25 21，500 10，500 225．75 31，500，000
東京・新橋演舞場 室町美術 波濤扇面散らし H5．10．25 23，000 8，500 195．50 35，500，000
埼玉・幸手市市民文化会館 KSL北関東 幸手翔光 H6．8．30 19，500 10，000 195．00 27，105，000
広島・福山大学会館ホール KSL広島 流沙浄土変 H7．7．10 18，000 8，000 144．00 31，680，000
富山・富山市芸術文化ホール KSL北陸 夜明け前 H8．6．1 20，500 13，000 266．50 34，500，000
滋賀・彦根市文化プラザホール 平和堂 未来に向かって H8．12．25 22，000 9，500 209．00 27，000，000
奈良・斑鳩町生涯学習センター 斑鳩町 斑鳩里曼陀羅 H9。7．15 18，500 11，000 203．50 34，600，000






















































































































































































商品代 ◎ ◎ ◎ ◎
原料費 ◎ ◎
織工費 ◎ ◎
図案費 ◎ ○（付加） ○（付加） ◎ ○（付加） ○（付加）
紋紙費 ◎ ○（付加） ◎ ○（付加）
機綜費 ◎ ◎
試作費 ◎ ○（付加） ○（付加） ◎ ○（付加） ○（付加）
加工費 ◎ ◎
工場経費 ◎ ○（付加） ○（付加） ◎ ○（付加） ○（付加）
原　　価
予定売価
決定売価
注1．製品とは、製織工程を経て織物として完成する。商品とは、裂地段階まで外注加工をされたものを、外部
　　より購入した場合の製品をいう。
　2．商品の付加は、付加原価である。　3．◎→原価に組み入れる。　○→付加原価として加算。
　　　　　　　　　　　　　　　　〈出所〉株式会社川島織物呉服・美術工芸事業本部（1998・8・10）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに
　本来、ハイイメージ、ハイクォリティーを目指した川島織物にとって研究開発それ自体が企
業としての至上命題でもあった。そのためには同業他社以上に研究開発部門に人材を集め、他
社以上の過分な予算も注ぎ込んできた。このことは、すでに技術的レベルにおいて世界のトッ
プレベルと肩を並べるに至った日本の産業界すべての課題であり、21世紀を迎えるに企業にとっ
て、熾烈な経済戦争に勝ち残るための当然の課題でもあった。
　このためには、マーケティングに立脚をした販売力の強化ということである。量的拡大より
も質的向上の時代に入った今後は、本物志向の傾向が強まる。この点を念頭においたマーケティ
ングならびにマーチャンダイジングの展開が必要で、同時にこれを推進する強力な販売力の育
成が望ましい。と同時に、川島本来の技術力の飛躍的発展、すなわち商品開発の基礎となる技
術の開発が期待される。これからの時代はハードよりもむしろソフトの時代であろう。省エネ、
省力化の時代に入って、高度の付加価値を生み出す画期的商品ならびに技術の開発は、企業の
未来を約束するものであろう。
　川島織物のイメージである高級品と、収益面で大きく貢献している一般品の製造との兼ね合
いについて、ある限られた人たちの専有物にしたくないという考え方がある。社会的に見て特
有の風格と形態を持って発展してきた川島織物としては、美術工芸品を中心とした精神にのっ
とったどこまでも川島織物らしいニュアンスと品位のあるものを商品として掲げるべきである。
そして、大きくいえば社会文化全般のレベルを向上させ、引っ張って行くような製品開発が大
切である。これが川島織物の特殊性である。
　他社と比べて、複雑性を持っている。考え方を2元的にして、しかもこれを1元化しなけれ
ばならないという点である。一方に於いては、究極の美を求めた商品を生むために、あらゆる
技術的な研究に傾注し、もう一方では、消費大衆と遊離せずに、かつ、品位と格調のある商品
を生み出して行かねばならない。
　この二つは、相反する要素のように思われるかも知れないが、この二つが一体になってこそ、
企業の存在価値がある。問題は、この二つの要素が、常に均衡していかなければいけないこと
である。どこに、その均衡点があるか、その均衡点こそ、企業の安定点にほかならない。した
がって、この均衡を失した時、企業としての存続は危機に瀕することになる。この均衡点こそ
が、生産志向から顧客志向への製品開発なのではないだろうか。
＊　本稿は、第8回日本管理会計学会・全国大会（1998年10年25日　慶応義塾大学）におい
　　て研究発表された報告内容を補正・加筆したものである。
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註
1）昭和49（1974）年5個日「伝統的工芸品産業の振興に関する法律」が制定された。伝統的工芸品およ
　び概念については、第1条（目的）で、①「一定の地域で…製造される」（地域性）②「主として伝統
　的な技術又は技法等を用いて製造される」（伝統性）③「民衆の生活のなかでははぐくまれ受け継がれ
　てきたこと及び将来もそれが存在し続ける基盤があること」（生活との密着性）の3要素が示されてい
　る。平成8（1996）年3月現在で、全国においては、181品目、3材料・用具が指定されているが、京都
　においては、西陣織、京鹿の子紋、京友禅、京小紋、京刺繍、京くみひも、京仏壇、京仏具、京漆器、
　京指物、京焼・清水焼、京扇子、京うちわ、京黒紋付染、京石工芸品、京人形、の16品目が指定されて
　いる。（『京都市の経済1995年三」京都市1996年53ページ）
2）関連業界を大別すると、意匠紋紙、撚糸、糸染色、整経、上瓦、整理加工業がある。企画・製紋工程
　には図案業、紋意匠業、紋彫業、紋編業が、原料準備工程には撚糸業、糸二業、整経業、綜二業が、仕
　上工程には整理加工業がそれぞれ独立の業種として成立し、関連業として西陣織物業界を取り巻いてい
　る。①京都原糸協同組合②西陣綜続組合③京都府撚糸工業組合④西陣整経同業組合⑤京都金銀糸工
　業協同組合⑥西陣図案作家協会⑦共同組合西陣紋様同志会⑧西陣意匠紋紙協同組合⑨京都染整理工
　業協同組合（西陣部会）⑩西陣耕加工業協同組合……（『京都府産業の展望」京都府中小企業総合セン
　ター1996年）
3）聴取調査1998年9月14日株式会社川島織物織物文化館・史料室長藤岡年紀
4）『川島織物三十五年史』川島織物1973年78～97ページ
5）岡部正「孔雀を求めて』川島織物1981年23ページ
6）横田澄司『企業管理序説」酒井書店1998年85ページ
7）聴取調査1998年9月14日株式会社川島織物相談役岡部正
8）川島甚兵衛「恩輝軒主人小謡』川島織物1913年26～41ページ
9）「錬二二川島織物一四五年史』川島織物1989年116～122ページ
10）株式会社川島織物呉服事業本部編集・発行「織物技術編』1988年82ページ
11）結城とは、茨城県西部の鬼怒川中流西岸に地名（結城市）である。中世は結城氏の城下町であった。
　わが国最古の歴史を誇る絹・綿織物の産地で結城紬と呼ばれる。結城紬は親子3代で着るといい、その
　丈夫を誇る織物である。1反に半年がかりの綿密な手作業と模様の集積で高雅さがある。現在でも経緯
　糸の撚りのかからない絹の紬糸使う唯一の織物で、真綿から円いだ糸に、手くびりの緋加工をして、地
　機で織るという昔からの方法の変わりはない。（野村福一「結城紬」「淡交別冊二一華麗なる手技の世
　界』Nα16、1995年24ページ）
12）株式会社川島織物呉服事業本部編集・発行『織物技術編』1988年13・107ページ
13）〈織物性質決定の3要素〉
　織物は経糸、緯糸の交錯より成立するものである。したがって織物の性質を決定するものとして次の3
　要素が考えられる。①経糸、緯糸の素材②経糸、緯糸の密度③経糸、緯糸の組合せ方（組織）この3
　要素はそれぞれが相互に関連しあっており、相互のバランスを欠いた織物を作ることは不可能であり、
　また歴史的資料の織物中にもそのようなものは存在しない。
　（a）素材　従来から用いられてきた素材は、絹糸を主とし、金銀糸、金銀箔を用い、美術工芸織物等に
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　　　　　　は綿、レーヨン、ウール、ポリエステル繊維等が用いられてきた。また、1984年よりポリエス
　　　　　　テル系繊維を用いた帯地が開発されるに及び、その多様性は日々に増している。
　㈲　密度　密度とは単位長さ、又は単位面積に対する本数、個数等を表すものであるが、織物において
　　　　　　は、経糸密度一1cm間の経糸本数、1寸間の経糸本数等
　　　　　　緯糸密度一打ち込みとも呼び、1cm間の緯糸本数、1寸間の緯糸本数等　といった数値を用
　　　　　　いている。
　（c）組合せ方（組織）織物はその種類がきわめて多いが、その組織形態よって分類すれば、
　　①一重織物　一組の経糸と一組の緯糸によって組織されているもので、最も簡単な構造である。織物
　　　　　　　　の組織で基本と考えられている、平織（Plain　Weave）綾織（斜文織Twill　Weave）
　　　　　　　　朱子織（Satin　or　Sateen　Weave）の三つの組織を三原組織という。
　　②多重織物　経糸または緯糸あるいはその両方共2組以上用いて構成される織物をいう。
　　③特殊織物　（添毛織物、捻り織物）
　　　　　　　　株式会社川島織物呉服事業本部編集・発行『織物技術編」1988年7～9ページ
14）ファイバー・アートとは、1960年代にフランスで生まれた新しいアートのジャンルであり、繊維（ファ
　イバー）を素材として、織る、編む、縫（繍）う、組むなど、織りの様々な技法を使って表現された造
　形作品のことをいう。素材は衣服に使われる繊維だけでなく、ロープ・金属の糸・紙・木・獣毛など異
　質な物の組合せによって、自由で多彩な創作の試みがなされ、近年、注目を集めている。「ひとつの型
　にはまらず、さまざまな表現方法に挑戦したい」という意欲的な創作活動はやがて平面作品が多くなる
　が、ポリエステル・アクリル樹脂・ラミー・綿糸などの繊維素材に鉄線・銅線などの金属を織り込み、
　抜染材をを使った加工や金属の腐食を利用するオリジナルな手法によって生まれた作品は、さまざまな
　素材の要素が質的な高まりとなって成熟し、織物というよりも、織物の表情を持った独自の平面作品と
　なっている。
